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第１章 はじめに  
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１-１．計画策定の背景と目的 

世田谷区では、来たる東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とした“「馬事公苑界わい」

まちの魅力向上構想”を策定し、まちづくりを行っている。 

まちの魅力向上構想の取り組みの一つとして、最寄り５駅（千歳船橋駅、経堂駅、上町駅、桜新町駅、用賀

駅）から馬事公苑までのサイン整備があり、駅から会場まで、会場から駅まで、わかりやすく、安全に、そし

て楽しく歩けるようなサインを整備するもので、地域住民の方とまちあるきやワークショップ、アンケート調

査を行いながら、このサイン整備計画案を作成した。 

 

①「馬事公苑界わい」まちの魅力向上構想 

 東京2020 大会を盛り上げ、また開催後には、区に多くのレガシーを創出するため、「2020 年に向け

た世田谷区の取組み～東京2020 大会後を見据えて～」（平成29 年1 月策定）などを踏まえ、「馬事公

苑界わい」の魅力向上に向けた取組みをまとめたものである。 

 

【馬事公苑界わいの将来像】 

馬事公苑周辺を「馬の丘エクエストリアンエリア」として、５駅を中心としたエリアを、「五色のに

ぎわいパレットエリア」として、位置づけを行った。 
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１-２．現状把握と課題整理 

 本計画策定の前提条件として、現在のサイン類の現状把握と課題整理について整理を行う。 

 

①現状把握 

  最寄り５駅から馬事公苑へのルート沿いのサイン整備状況を以下のようにまとめた。 
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１）最寄り５駅からのすべてのルートにおいて、街区案内板や避難場所サインに付属する案内図な

ど、既存サインがあるが、馬事公苑に向かうルートの記載が無い。 

  
 経堂駅前の案内サインのMAPに馬事公苑の記載が無い    桜新町駅前の案内サインのMAPに馬事公苑の記載が無い 

 

 

２）特に千歳船橋、経堂、桜新町ルートにおいては、曲がり角が多く、迷いやすい原因となってい

る。 

   
 経堂ルートの曲がり角で迷いやすい            桜新町ルートの曲がり角で迷いやすい 

 

 

３）桜新町・用賀ルートにおいては、馬事公苑が見えてから入り口までが遠く、案内がないため、ど

ちらの方向へどれくらい向かえば良いのかわかりにくく、不親切な状況になっている。 

   
 どこが入口かわからない                 サインが無く、どの方向に進めばよいか分からない。 
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４）馬事公苑の外周の交差点周辺にはサインが無く、入り口までの案内が無いため、入り口までの方

向と距離が分からない状態となっている。 

   
 サインが無く、進むべき方向が分からない         サインが無く、どの方向に進めばよいか分からない。 

 

 

５）駅やバス停など、拠点となる交通結節点に馬事公苑まで誘導を促すような仕掛けがない。 

   
 改札前にサインが無く、方向が分からない        主要なバス停にもサインが無く、方向が分からない 

 

②課題整理 

 現状把握を基に、サイン整備における課題を抽出し、整理を行う。 

 

・既存サインに馬事公苑までのルート誘導が無いため、ルート誘導が必要である。 

・街区案内板や避難場所サインに付属する案内図など、既存サインはそれぞれ目的・機能があり馬事

公苑への案内とは分離する必要がある。そのため、馬事公苑へのルート誘導は、既存サインに追加

する形ではなく、新たに馬事公苑までのサインを独立で考える必要がある。 

・曲がり角が多く、迷いやすい原因となっているルートにおいては、曲がり角となる交差点において

誘導するサインを設置する必要がある。 

・馬事公苑外周延長に対して入り口の数が少ないため、入り口までの方向と距離の案内が必要であ

る。 

・既存サイン以外の、区や町会の広報板はそれぞれのルートに設置されているため、大会PRや当日の

案内などに利用できる可能性がある。 

・すでに多くの種類のサインが既存に存在しているため、あらたにサイン整備を行う際には、デザイ

ンを工夫し、風景に調和するものとする必要がある。 
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・サイン整備においては、考え方や設置場所を含め、馬事公苑側と連携して誘導を考える必要があ

る。 

 

１-３．計画の対象範囲 

本計画の対象範囲は、『最寄りの５駅を基点とした馬事公苑界わい』とする。 

  
 


